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１．気象及び出水の概要
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気象概要

■等雨量線図
※降り始めからの総雨量
（7/12 15:00～7/14 11:00） ■累加雨量図（Cﾊﾞﾝﾄﾞﾚｰﾀﾞ）

※降り始めからの総雨量
（7/12 15:00～7/14 11:00）

【国土交通省作成】 【国土交通省作成】

■実況天気図 【気象庁ＨＰより】

7月14日3時 7月14日3時

■衛星画像 【気象庁ＨＰより】

日本海西部の低気圧からのびる前線が、13日から14日にかけて中国地方を通過しました。
暖かく湿った空気が流れ込んだため、広い範囲で150～200ミリの大雨となりました。

第１報，第２報と同じ

3
※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。
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雨量（mm）水位（m）

中国地方における近年の豪雨災害として著名な平成30年７月豪雨と令和２年７月豪雨の総雨量分布を比較すると、ともに梅雨前線の
影響により広い範囲で大量の雨が降っており、平成30年７月豪雨は瀬戸内海側に多く、令和２年７月豪雨では広島県北部及び島根県
石見地方を中心に多い傾向でした。
平成30年７月豪雨は、７月５～７日の３日間にかけて連続的に降り続け、多いところでは400～500mm程度の累加雨量が記録されま
した。
一方、令和２年７月豪雨は、７月６～14日の８日間にかけて断続的に降り続け、特に７月13～14日の２日間に降雨が集中し、多いと
ころでは200mm程度の累加雨量が記録されました。また、これまでの降雨により13日の降り始めの時点から河川水位は平水位よりも
高い状態であった河川もみられました。

【平成30年７月豪雨】 雨量分布図（アメダス）（2018/7/5 0:00～7/9 9:00） 【令和２年７月豪雨】 雨量分布図（アメダス） (2020/7/13 0:00～7/15 0:00）

平成30年７月豪雨との比較（中国管内）

※広島地方気象台提供資料を一部加工 ※広島地方気象台提供資料を一部加工
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7月5日 7月6日 7月7日 7月8日 7月9日 7月10日 7月11日 7月12日 7月13日 7月14日

雨量（mm）水位（m）

■平成30年７月豪雨及と令和２年７月豪雨における降雨・水位の比較（江の川（下流） 大津雨量観測所，川本水位観測所）

雨量・水位グラフ　凡例
雨量
水位
計画高水位
氾濫危険水位
避難判断水位

川本水位
観測所

累加雨量123mm 累加雨量85mm 累加雨量173mm

平水位よりも
高い状態

平水位付近 平水位付近

大津雨量
観測所

累加雨量314mm

※「累加雨量」は、無降雨が一定期間続くと累加雨量がリセットされます。
4※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。



国管理河川の概況

■主な一般被害（国管理区間）

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

■河川出水状況（国管理区間）

今回の出水では、国管理河川4水系4河川11観測所で「氾濫危険水位」を超過、4水系5河川5観測所で「避難判断水位」を超過、

7水系7河川12観測所で氾濫注意水位」を超過しました。

※1：国土交通省中国地方整備局調査による推定

★江の川水系江の川沿川の被害状況
（島根県江津市・川本町・美郷町・邑南町）
（広島県三次市・安芸高田市）

浸水面積※：318ha
浸水戸数※：126戸

5※２ 平成30年7月豪雨に伴い、小田川の基準水位を暫定値として運用しています。

※２



管内の直轄管理ダムによる洪水調節

1,030千m3 3,440千m3 4,560千m3 13,820千m3 10,060千m3 3,580千m3

島地川ダム 弥栄ダム 温井ダム 土師ダム 灰塚ダム 八田原ダム
はった ばら

しま ぢ がわ や さか ぬく い は じ はいづか

★特別防災操作＜３ダム＞
八田原ダム（芦田川）、土師ダム（江の川）、弥栄ダム（小瀬川）

★洪水貯留操作＜７ダム＞

苫田ダム（吉井川）、八田原ダム（芦田川）、土師ダム（江の川）、
弥栄ダム（小瀬川）、温井ダム（太田川）、灰塚ダム（江の川）、
島地川ダム（佐波川）

■洪水調節状況（国管理ダム）

は じはったばら やさか

しまぢがわ

7月13日(月)から14日(火)までに、洪水調節を行った管内の直轄管理の7ダムで、約4千万m3の洪水を貯留しました。

●中国地整管内の直轄管理ダムにおい
て、7ダムが洪水調節を実施。
（約４千万m3の洪水を貯留）

●そのうち、3ダムで予測雨量、ダム
の空容量を勘案しながらダムの機能
を可能な限り有効活用する特別防災
操作※を実施。

※『特別防災操作』とは、ダム下流の河川管理者や市町村等
の要請を受け、更なる被害軽減を行うため、ダム下流河川
の水位等の状況に応じて、今後の予測雨量、ダムの残りの
貯水容量等を勘案しながらダムの貯水容量を可能な限り有
効活用し、放流量を通常よりも減じる操作。

はいづか

は じ

ぬくい

はったばら

やさか

20千m3

苫田ダム
とまた

とまた

6※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

第１報，第２報と同じ

3,580千m3



1)江の川
2)高津川
4)高梁川
3)太田川

２．主な河川における雨量・水位の状況
ご う の か わ

た か つ が わ

お お た が わ

た か は し が わ
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※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

雨量・水位グラフ 凡例
雨量
水位
氾濫危険水位
避難判断水位
氾濫注意水位

江の川

累加雨量：154mm
(7/12 23:00 ~ 7/14 7:00)

最高水位
12.03m  （7/14 8:00）

水位の状況（江の川水系江の川（上流）尾関山地点）
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水位(m) 江の川（尾関山水位観測所）における年最高水位

氾濫危険水位（9.50m）

避難判断水位（8.90m）

水防団待機水位（6.00m）

H30.7月豪雨
13.37m

■江の川水系江の川（上流） 尾関山水位観測所

12.03m（7/14 8:00）

【津名雨量観測所】

尾関山水位
観測所

津名雨量
観測所

江の川水系江の川（上流）尾関山地点において、氾濫危険水位(9.50m)を超過し、最高水位12.03mを記録しました。
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雨量・水位グラフ 凡例
雨量
水位
氾濫危険水位
避難判断水位
氾濫注意水位

江の川

累加雨量：151mm
(7/13 1:00 ~ 7/14 5:00)

最高水位
13.79m  （7/14 15:20）

水位の状況（江の川水系江の川（下流）川平地点）

川本雨量
観測所

■江の川水系江の川（下流） 川平水位観測所

【川本雨量観測所】
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水位(m) 江の川（川平水位観測所）における年最高水位

氾濫危険水位（9.70m）

避難判断水位（9.20m）

水防団待機水位（6.30m）

13.79m（7/14 15:20）

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

川平水位
観測所

江の川水系江の川（下流）川平地点において、氾濫危険水位(9.70m)を超過し、最高水位13.79mを記録しました。

S47 16.80m
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高津川

累加雨量：112mm
(7/12 20:00 ~ 7/14 8:00)

最高水位
4.64m （7/14 7:40）

水位の状況（高津川水系高津川 高角地点）

■高津川水系高津川 高角水位観測所

【日原雨量観測所】

雨量・水位グラフ 凡例
雨量
水位
氾濫危険水位
避難判断水位
氾濫注意水位
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水位(m)
高津川（高角水位観測所）における年最高水位

氾濫危険水位（4.60m）

避難判断水位（4.20m）

水防団待機水位（1.90m）

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

4.64m（7/14 7:40）

高角水位
観測所

日原雨量
観測所

高津川水系高津川 高角地点において、氾濫危険水位（4.60m）を超過し、最高水位4.64mを記録しました。
たかつの

S47 6.50m
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矢掛水位観測所における年最高水位

（高梁川水系小田川）

雨量・水位グラフ 凡例
雨量
水位
氾濫危険水位
避難判断水位
氾濫注意水位

累加雨量：122mm
(7/13 0:00 ~ 7/14 10:00)

最高水位
4.74m  （7/14 9:50）

水位の状況（高梁川水系小田川 矢掛地点）

■高梁川水系小田川 矢掛川水位観測所
【井原雨量観測所】

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

4.74m（7/14 9:50）

高梁川水系小田川 矢掛地点において、氾濫危険水位※(3.90m)を超過し、最高水位4.74mを記録しました。

高梁川

矢掛水位
観測所

井原雨量
観測所

H30.7月豪雨
5.67m

氾濫危険
水位※

（3.90m）

避難判断
水位※

（3.40m）

氾濫危険水位（H30.7以前） （4.50m）

避難判断水位（H30.7以前）（4.20m）

※平成30年7月豪雨に伴い、基準水位を暫定値として運用しています。

※平成30年7月豪雨に伴い、基準水位を暫定値として運用しています。
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雨量・水位グラフ 凡例
雨量
水位
氾濫危険水位
避難判断水位
氾濫注意水位

太田川

累加雨量：164mm
(7/12 23:00 ~ 7/14 7:00)

最高水位
3.44m  （7/14 7:30）

水位の状況（太田川水系三篠川 中深川地点）

■太田川水系三篠川 中深川水位観測所

【白木雨量観測所】
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水位(m) 太田川（中深川水位観測所）における既往洪水の水位

氾濫危険水位（3.30m）

避難判断水位（3.00m）

水防団待機水位（2.00m）

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

3.44m（7/14 7:30）

中深川水位
観測所

白木雨量
観測所

みささ

太田川水系三篠川 中深川地点において、氾濫危険水位(3.30m)を超過し、最高水位3.44mを記録しました。

S35 5.00m

12

なかふかわ

第２報と同じ



３．被災状況について

1)江の川
2)太田川

ご う の か わ

お お た が わ

13



江の川水系江の川下流部の被災状況

江津市桜江町谷住郷地先
【漏水】N=４
江の川 右岸15k200付近

江の川

川本町下三島地先

【高水敷洗掘】N=1
江の川 右岸33k000付近

※数値等は今後の精査等により変更する場合があります。

美郷町髙畑地先

【護岸損傷】L=10m
江の川 右岸49k800付近

邑智郡邑南町
上田江平地先
【高水敷洗掘】N=1
江の川 左岸89k500付近

江津市桜江町鹿賀地先
【漏水】 N=３
江の川 左岸28k300付近

１．千金（下流）

２．太田

３．八神（下流）

４．田野村

５．八神（上流）

６．赤栗

７．田野・川平

８．櫃原

９．中長良 １０．上長良

１１．大口（下流）

１２．小松

１３．大口（上流）

１４．仁万瀬

１５．下原

１６．臼木（下流）

１７．猪ノ瀬

１８．臼木（上流）

１９．花河原

２０．元折

２１．小原-桜江

２２．榎谷
２３．久井谷

２４．田津

２５．和田

２８．大貫

２６．恵梨

２７．川越（上流）

２９．瀬尻・久料谷

３０．因原

３１．日向

３２．谷

３３．谷戸
３４．銅ヶ丸

３５．竹

３６．君谷湊
３７．栗原

３８．明塚

３９．上明塚

４０．小原（邑智） ４１．浜原（下流）

４２．本郷

４３．潮上

４４．松原

４５．山根 ４６．大浦

４８．下郷

４９．引城

５０．西之原

４７．乙谷

江の川下流部（島根県側）の沿川において、浸水面積：265ha、浸水戸数：104戸の浸水被害を確認しました。

河川管理施設被害については、高水敷の洗掘や護岸の損傷等が発生しました。

位置図

【江の川下流部河川管理施設被害状況】
漏水 １０箇所
高水敷洗掘 ２箇所
護岸損傷 ２箇所

江津市桜江町川越地先
【漏水】N=３
江の川 左岸26k000付近

江の川水系江の川（川越地区）の浸水状況 江の川水系江の川（谷戸地区）の浸水状況

凡例
：外水浸水(溢水)
：内水浸水

■ ：河川管理施設被害等
：現地調査により、新たに浸水が確認された箇所

奥谷川

都治川

八戸川

矢谷川

君谷川

鹿賀
谷川

14国土交通省調べ（令和２年８月２５日時点）

●．地区名

田津
谷川

浸水箇所 浸水戸数 浸水面積

50箇所 10４戸 265ha
R2.7豪雨



12．中三原

１，２．荒瀬

６．片山

４．米丸

５．上村（市場）

７．秋町

８．上志和地

９．高田原

１０．国司
１１．内堀

13．寺戸

江の川水系江の川上流部、神野瀬川、西城川における被災状況
きみ たみ よし

江の川水系江の川（片山地区）の浸水状況

江の川水系江の川（米丸地区）の浸水状況

江の川上流部（広島県側）、神野瀬川、西城川の沿川において、浸水面積：54ha、浸水戸数：22戸の浸水被害を確認しました。

河川管理施設被害については、洗掘による堤防の損傷等が発生しました。

【江の川上流部河川管理施設被害状況】
洗掘 ２箇所
堤防損傷 ７箇所

江の川

位置図

３．中所

かんのせ

三次市上立川地先
【堤防損傷】N=1
江の川 右岸156k000付近

三次市中所地先
【堤防損傷】N=1
江の川 右岸138k400付近

凡例
：外水浸水（溢水）
：内水浸水

■ ：河川管理施設被害等
：現地調査により、新たに浸水が
確認された箇所

●．地区名

15※数値等は今後の精査等により変更する場合があります。

さいじょう

国土交通省調べ（令和２年８月２５日時点）

浸水箇所 浸水戸数 浸水面積

13箇所 22戸 54ha
R2.7豪雨



太田川水系太田川・三篠川・根谷川被災状況

太田川水系太田川では、高水敷の洗掘、護岸の損傷が発生しました。
太田川水系三篠川では、護岸の損傷、法面の損傷が発生しました。
太田川水系根谷川においても、護岸の損傷が発生しました。

位置図

根谷川

三篠川

太田川

み ささ

ねのたに

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

根
谷
川

【高水敷洗掘】 N=1箇所
太田川右岸4k600付近

【護岸損傷】 L=20m
太田川右岸33k800付近

【護岸損傷】 L=40m
根谷川左岸2k700付近

【護岸損傷】 L=150m
根谷川左岸3k900付近

【護岸損傷】 L=20m
三篠川右岸4k200付近

【法面損傷】 L=50m
三篠川左岸7k400付近

根
谷
川

根谷川

三篠川

三篠川

太田川（放水路）

【太田川・三篠川・根谷川河川管理施設被害状況】
高水敷洗掘 １箇所
護岸損傷 ４箇所
法面損傷 １箇所

根谷川

根谷川

【全景】

【近景】

16国土交通省調べ（令和２年８月２５日時点）



４．避難に係る情報提供
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避難に係る情報提供（国管理河川）

雲南市

上関町

岩美町

奈義町津山市

山口市

美祢市

下関市

阿武町

防府市

柳井市

津和野町

浜田市

大田市

大竹市

広島市安佐北区

府中町

坂町

海田町

東広島市

竹原市

笠岡市
里庄町

矢掛町

玉野市

久米南町

日南町

日野町

境港市

江府町

三朝町

智頭町

若桜町

下松市

田布施町

平生町

北広島町

勝央町

周南市

湯梨浜町

南部町

江田島市

瀬戸内市

琴浦町

安来市

安芸太田町
世羅町

高梁市

大崎上島町

光市

宇部市

熊野町

神石高原町

伯耆町

飯南町

山陽小野田市

長門市

萩市

呉市

米子市

大山町

倉吉市松江市
八頭町

美作市

備前市

美咲町

鏡野町

井原市

真庭市

新見市

庄原市

三原市

奥出雲町

尾道市

廿日市市

北栄町

赤磐市

周防大島町

岩国市

吉備中央町

西粟倉村

日
吉
津
村

新庄村

知夫村

海士町

西ノ島町

隠岐の島町

吉賀町

松江市

千
代
川水

系

天
神
川
水
系

日
野
川
水
系

斐
伊
川
水
系

佐
波
川
水
系

和木町

小
瀬
川
水
系

太
田
川
水
系

芦
田
川
水
系

高
津
川
水
系

高
梁
川
水
系

江
の
川
水
系

ホットラインを実施した市町村

凡例

浅口市

プッシュ型配信を実施した市町村

鳥取市

川本町
江津市

三次市

邑南町

安芸高田市

益田市

府中市

総社市 岡山市

和気町

美郷町

広島市
安佐南区

広島市
東区

福山市

早島町

倉敷市

旭
川
水
系

吉
井
川
水
系

気象庁と共同で発表する洪水予報のほか、避難勧告発令等の支援のため、自治体に河川の状況や今後の見通しを伝える
ホットラインを実施しました。
6市2町の地域住民の皆様に、延べ8回、緊急速報メール(プッシュ型配信)により洪水情報の伝達を実施しました。

出雲市

配信された緊急速報メール

第２報と同じ
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５．排水ポンプ車等の稼働状況

19



★日野川沿川
・排水箇所：1箇所
・排水ポンプ車：1台
・照明車：1台

排水ポンプ車等の災害対策機械の稼働状況

★江の川沿川
・排水箇所10箇所
・排水ポンプ車：10台
・照明車：4台

★芦田川沿川
・排水1箇所
・排水ポンプ車：1台

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

江津市桜江町谷住郷（江の川右岸15k800）

三次市秋町（江の川左岸149k500）

【排水状況】 【川表排水状況】

【照明車】

【排水状況】

排水ポンプ車の主な稼働状況

管内の広範囲にわたり、内水被害の恐れが生じたため、排水ポンプ車を派遣し、排水作業を実施しました。
江の川水系江の川においても、内水被害が発生し、排水ポンプ車１０台により１０箇所の排水作業を実施しました。

20

第１報，第２報と同じ



６．治水事業の効果
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０ ２０ｋｍ１０

【堤防整備等の効果】江の川下流水防災対策特定河川事業

梅雨前線の影響により、江の川川本地点上流の流域平均累加雨量は180mm（7月13日(月)1：00～15日(水)24:00）を記録し、川本水位観測所で氾
濫危険水位を超過しました。

島根県邑智郡美郷町吾郷地区では、平成19年度に完成した水防災対策特定河川事業により、昭和47年7月洪水規模の洪水が発生した場合でも、
家屋浸水を発生させず洪水を流下させることが可能となり、今回の洪水では、約21.4haの土地及び6戸の家屋の浸水被害を防止したものと推定されま
す。

水防災対策特定河川事業のイメージ

かわもと

おお ち ぐん み さ と ちょう あ ごう

水防災事業により家屋の浸水被害を防止

洪水時 洪水時 洪水時

水防災
事業

国土
交通省

国土交通省及び
市町村等

水防災事業及び
基本外事業堤防必要敷地

整備前 通常の築堤方式 水防災対策特定河川事業想定する洪水水位まで宅地
等のかさ上げを行うことによ
り、治水の安全度を確保し
つつ、山間部の狭い土地の
有効利用を図る。

事業実施前 事業実施後

整備前の想定浸水範囲位置図

川本水位観測所

江の川水系
江の川

吾郷地区（島根県邑智郡美郷町）

広島県

島根県

洪水の状況 7月14日15時頃

0

2

4

6

8

10

事業前 事業後

（戸）

浸水家屋
なし

0戸

6戸

浸水家屋戸数

事業実施前
事業実施後

47k000付近宅地かさ上げ前の場合に想定される今回の洪水による浸水範囲

江の川

江の川

江の川

江の川

浸水被害を防止

▽計画高水位

▽実績水位（今回洪水）

宅地かさ上げ

22※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。



0

5

10

15

事業前 事業後

（ha）

0

2

4

6

8

10

事業前 事業後

（戸）

０ ２０ｋｍ１０

【堤防整備等の効果】江の川直轄河川改修事業

梅雨前線の影響により、江の川江津地点上流の流域平均累加雨量は176mm（ 7月13日(月)1：00～15日(水)24:00 ）を記録し、川平水位観測所で
氾濫危険水位を超過しました。

島根県江津市八神地区の八神（上流ブロック）では無堤地区対策として堤防整備を進めており、堤防が概成しているところにおいては、今回の洪水で
は、堤防の越水は発生せず外水に対し8戸の家屋の浸水被害を軽減したものと推定されます。

ご う つ

位置図

川平水位観測所

江の川水系
江の川

八神地区（島根県江津市）

広島県

島根県 0ha

12.9ha
浸水面積

事業実施前

洪水の状況

0戸

8戸
浸水家屋戸数

や かみ

7月14日16時頃

事業実施中（R2年度撮影）

浸水家屋
なし

浸水家屋
なし

江の川
江の川

江の川

江の川

堤防がなかった場合に想定される今回の洪水における想定範囲

浸水被害を軽減

整備のイメージ

整備前の想定浸水範囲

23※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

※

※八神（上流ブロック）においては、内水による土地の浸水は
約2ha生じているが浸水家屋数は０である。

※

堤防を越水しなかった



【ダムの効果】土師ダム、灰塚ダム（江の川）

梅雨前線の影響により、流域平均累加雨量が土師ダム上流で約200mm、灰塚ダム上流で約165mmを記録し、尾関山水位観測所では氾濫危険水位
を超過しました。
土師ダムは、ダムへの流入量が最大で毎秒約820m3に達し、このとき毎秒約400m3の洪水をダムに貯めました。
灰塚ダムでは、ダムへの流入量が最大で毎秒約800m3に達し、このとき毎秒約590m3の洪水をダムに貯めました。
これらのダム操作の結果、広島県三次市三次町付近の江の川の水位を約1.1m低下させることができたものと推定されます。

位置図（江の川）

土師ダムの調節効果 灰塚ダムの調節効果

みよし

はじ

上流２ダムによる効果（尾関山水位観測所付近）尾関山水位観測所付近の水位
洪水の状況（尾関山水位観測所付近）

7月6日22時頃

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

▽実際の水位 12.03m

ダムが無かった
場合の水位 13.13m

土師ダム・灰塚ダムに貯留により、
尾関山地点で約1.1m水位を低減

139k500付近 7月14日 08時頃

祝橋

24

はいづか

第２報と同じ
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7月14日

6 12 18
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放流量

通常の防災操作
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106.00

106.50

107.00
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7月13日

18 0 
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6 12 18 0 
7月15日

6 12

流入量

放流量

通常の防災操作

放流量（推定）

貯水位

238.00

240.00

242.00

244.00

246.00

248.00

250.00

252.00

0

100

200

300

400
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600

700
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12 
7月13日

18 0 
7月14日

6 12 18 0 
7月15日

6 12

流入量

放流量

通常の防災操作

放流量（推定）

貯水位

【ダムの効果】防災操作及び特別防災操作の実施状況

土師ダム ：吉田地点（広島県安芸高田市）において約１．３５mの水位低減効果があったものと推定されます。

弥栄ダム ：小川津地点（山口県岩国市）において約０．９１mの水位低減効果があったものと推定されます。

八田原ダム：父石町付近（広島県府中市）において約０．８９mの水位低減効果があったものと推定されます。

※特別防災操作とは･･･ダム下流の河川管理者や市町村等の要請を受け、更なる被害軽減を行うため、ダム下流河川の水位等の状況に応じ、今後の予測降雨量、ダムの残りの貯水容量等を勘案しながらダムの貯水容量を可能な限り
有効活用し、放流量を通常よりも減じる操作

土師ダム（江の川） 弥栄ダム（小瀬川） 八田原ダム（芦田川）

ちいし

よしだ

やさか

はったばら

おがわづ

ふちゅう

ダムがなかった場合の水位：5.15m

国道186号

県道135号

約０．９１ｍ 実際の水位：4.24m

●ダムの効果（小川津地点：ダム下流2.5km付近） ●ダムの効果（父石町付近：ダム下流14km付近）
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標高（T.P.+m）

●ダムの効果（吉田地点：ダム下流12km付近）

実際の水位：6.67m
約１．３５ｍ

流量[m3/s] 標高[m]

洪水調節実績図

防災操作による貯留量 特別防災操作による貯留量

最大流入量約480m3/s

最大放流量約210m3/s

ダム貯留量約358万m3

標高[m]流量[m3/s]

洪水調節実績図

防災操作による貯留量 特別防災操作による貯留量

流量[m3/s] 標高[m]

洪水調節実績図

防災操作による貯留量 特別防災操作による貯留量

最大放流量約300m3/s

最大流入量約460m3/s

ダム貯留量約344万m3

ダムがなかった場合の水位：8.02m

最大流入量約820m3/s

最大放流量約420m3/s

ダム貯留量約1,382万m3

あき たかた

ダムがなかった場合の水位：39.09m

約０．８９ｍ

実際の水位：38.20m

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。
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第２報と同じ



①分流部の改築【完成】（分流部の切下げ、背割堤（旭川左岸堤）の整備）

旭川直轄河川改修事業（旭川放水路）の概要

洪水の一部を分流し岡山市街地の浸水被害の防止・軽減を図るため、昭和49年度に旭川放水路(百間川)の本格的な改修に着手しました。
平成26年度には「堤防整備・河道掘削」「河口水門の増設」が完成し、令和元年６月には、百間川へ分流を行う「一の荒手」を含む旭川
放水路（百間川）の一連事業が完成しました。

児島湾

岡山城◎
◎岡山駅

旭川放水路事業の主な内容

整備前

②堤防整備・河道掘削【完成】

③河口水門の増設【完成】（計画高水流量に対し不足する河口の拡幅）

河口の川幅を倍増
＋

現在

整備前

整備前 現在

ひゃっけんがわ

令和元年度完成

昭和50年当時

平成26年度完成

背割堤の
断面確保

分流部（一の荒手）の
切り下げと補強

平成26年度完成

いち の あらて

分流部「一の荒手」 完成写真

↑
百間川

現在

いち の あらて

↑
百間川

０ ２０ｋｍ１０

位置図

旭川水系
旭川

旭川放水路

岡山県

26

分流部
（一の荒手）

↑
百間川

背割堤



【放水路の効果】旭川直轄河川改修事業（旭川放水路）

梅雨前線の影響により、旭川流域の流域平均総雨量は約113mm(7月13日(月)～14日(火))を記録し、旭川放水路分流部の上流側に位置する
下牧水位観測所では水防団待機水位を超過しました。7月１４日(火)には、分流部の「一の荒手」を越流し、施設完成後、初めて洪水を放水路へ
分派させました。
今回の洪水では、旭川放水路（百間川）に洪水を分流したことによって、旭川の水位を最大約40cm低下させ、洪水を安全に流下させました。

しも まき いち の あら て

(出石地先)

旭川

百間川

(二日市地先)

分流部

(原尾島橋)

出石地先
百間川による水位低減効果

二日市地先
百間川による水位低減効果

原尾島地点の水位

約40cm水位低下

約30cm水位低下

二日市地先の出水状況

事業の効果

洪水時の分派状況
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雨量（mm）水位（m）

雨量・水位グラフ 凡例
雨量
水位
避難判断水位
氾濫注意水位
水防団待機水位

■旭川水系旭川 下牧水位観測所
【上長田雨量観測所】

下牧水位観測所

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。
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今回洪水では、最大で分流前約1,600m3/sのうち、約250m3/sを放水路へ分流
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広島県

島根県

山口県

岡山県

鳥取県

広島西部山系
直轄砂防事業

広島県広島市
西区井口台

【砂防堰堤の施設効果】広島西部山系直轄砂防事業

梅雨前線の影響により、井口台雨量観測所の累加雨量は231mm（７月５日(日)22：00～７日(火)4:00）、を記録しました。
今回の豪雨により、広島県広島市西区井口台において、７月６日に土石流が発生しましたが、砂防堰堤により土砂及び流木（約１，２００ ）を捕捉し、
下流地区への被害を未然に防止することができました。

いのくちだい

位置図 施設の整備状況

井口台４号砂防堰堤

土砂災害警戒区域

土石流発生直後(R2.7.7撮影)

土石流発生前（H29.3撮影）

事業の効果

堰堤の諸元
堤長 L=46.0m
堤高 H=9.0m
堆砂容量 V=約1,200m3

堆積土砂撤去

作業状況（R2.7.25撮影）

作業完了状況（R2.8.20撮影）

作業着手
（７月１３日）

作業完了
（８月２０日）
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【参考】浸水箇所一覧

江の川下流（島根県） 江の川上流（広島県）

■江の川水系 浸水箇所一覧表

※ 緑着色箇所は、第２報発表以降、現地調査により新たに浸水が確認された箇所

江の川 三次市

江の川 三次市

江の川 三次市

江の川 三次市

江の川 三次市

江の川 三次市

江の川 三次市

江の川 三次市

江の川 安芸高田市

江の川 安芸高田市

江の川 安芸高田市

神野瀬川 三次市

西城川 三次市

第２報 第３報

- ⇒ 13箇所

- ⇒ 22戸

- ⇒ 53.7ha

浸水箇所数

浸水家屋数

浸水面積

13 寺戸
てらど

左岸 0.2～0.6

11 内堀
うちぼり

左岸 168.3～168.5

12 中三原
なかみはら

左岸 2.6～3.7

9 高田原
たかたばら

右岸 157.8～157.9

10 国司
くにし

右岸 167.6～167.7

7 秋町
あきまち

左岸 149.3～150.0

8 上志和地
かみしわち

右岸 151.3～152.8

5 市場
いちば

左岸 146.3～147.2

6 片山
かたやま

右岸 148.1～149.7

3 中
なか

所
ぞ

右岸 137.7～138.1

4 米丸
よねまる

左岸 142.5～143.7

1 荒瀬
あらせ

左岸 135.1～136.5

2 荒瀬
あらせ

左岸 137.0～137.8

N0 河川名 市町村
浸水箇所
地区名

地　　　点

左右岸 KP

江の川 江津市

江の川 江津市

江の川 江津市

江の川 江津市

江の川 江津市

江の川 江津市

江の川 江津市

江の川 江津市

江の川 江津市

江の川 江津市

江の川 江津市

江の川 江津市

江の川 江津市

江の川 江津市

江の川 江津市

江の川 江津市

江の川 江津市

江の川 江津市

江の川 江津市

江の川 江津市

江の川 江津市

江の川 江津市

江の川 江津市

江の川 江津市

江の川 江津市

江の川 江津市

江の川 江津市

江の川 江津市

1 千金
ちがね

（下流） 左岸 3.6～5.2

2 太田
おおた

右岸 4.6～5.0

N0 市町村
浸水箇所
地区名

地　　　点

左右岸 KP
河川名

5 八神
やかみ

（上流） 右岸 5.8～7.0

6 赤
あか

栗
ぐり

左岸 7.2～7.8

3 八神
やかみ

（下流） 右岸 5.0～5.8

4 田野村
たのむら

左岸 5.4～6.2

9 中
なか

長良
ながら

右岸 10.6～11.4

10 上
かみ

長良
ながら

右岸 11.6～12.6

7 田野
たの

・川平
かわひら

左岸 8.8～9.6

8 櫃
ひつ

原
ばら

右岸 9.6～10.4

13 大口
おおくち

（上流） 右岸 13.6～14.4

14 仁
に

万瀬
ませ

左岸 14.4～14.8

11 大口
おおくち

（下流） 右岸 12.8～13.2

12 小松
こまつ

左岸 13.2～13.8

17 猪
い

ノ瀬
せ

左岸 17.0～17.2

18 臼木
うすき

（上流） 右岸 17.4～17.8

15 下原
しものはら

右岸 15.0～15.6

16 臼木
うすき

（下流） 右岸 16.4～17.0

21 小原
こばら

－桜江
さくらえ

左岸 20.0～20.2

22 榎谷
えのきや

右岸 20.4～21.4

19 花
はな

河原
かわら

左岸 18.8～19.2

20 元折
もとおり

右岸 19.2～19.8

25 和田
わだ

右岸 21.8～22.8

26 恵
え

梨
なし

左岸 23.2～23.4

23 久井谷
ひさいだに

右岸 21.4～21.6

24 田津
たづ

左岸 20.8～23.0

27 川越
かわごえ

（上流） 左岸 24.0～26.6

28 大貫
おおぬき

右岸 22.8～24.8

江の川 川本町

江の川 川本町

江の川 川本町

江の川 川本町

江の川 川本町

江の川 川本町

江の川 美郷町

江の川 美郷町

江の川 美郷町

江の川 美郷町

江の川 美郷町

江の川 美郷町

江の川 美郷町

江の川 美郷町

江の川 美郷町

江の川 美郷町

江の川 美郷町

江の川 美郷町

江の川 美郷町

江の川 邑南町

江の川 邑南町

江の川 邑南町

N0 市町村
浸水箇所
地区名

地　　　点

左右岸 KP
河川名

29 瀬尻
せじり

・久
く

料
りょう

谷
だに

右岸 29.2～30.2

30 因原
いんばら

左岸 31.0～32.0

33 谷戸
たんど

右岸 35.0～35.2

34 銅
どう

ヶ丸
まる

左岸 39.6～39.8

31 日向
ひなた

左岸 32.8～33.0

32 谷
たに

左岸 34.2～34.4

37 栗原
くりはら

右岸 43.4～44.6

38 明塚
あかつか

左岸 47.8～48.4

35 竹
たけ

左岸 40.2～41.4

36 君谷
きみだに

湊
みなと

右岸 40.4～40.6

41 浜原
はまはら

（下流） 右岸 52.0～52.2

42 本郷
ほんごう

右岸 54.4～54.6

39 上
かみ

明塚
あかつか

左岸 48.4～49.2

40 小原
おはら

（邑智
おおち

） 右岸 51.0～51.2

45 山根
やまね

左岸 68.4～69.0

46 大浦
おおうら

左岸 71.0～72.0

43 潮上
うしおかみ

右岸 63.8～64.6

44 松原
まつばら

右岸 67.6～68.2

49 引
ひき

城
しろ

左岸 83.0～83.6

50 西
にし

之
の

原
はら

左岸 86.2～86.8

47 乙
おつ

谷
だに

左岸 76.2～76.4

48 下郷
しもごう

左岸 80.2～80.6

⇒

50箇所

104戸

264.7ha

25箇所

143戸

223.3ha

浸水箇所数

浸水家屋数

浸水面積

第２報 第３報

⇒

⇒


